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アボリジナル・アートの文化資本化 

～エミリー・ウングワレーを例として～ 

慶應義塾大学文学部 民族学考古学専攻  

山口ゼミ 4年 京墓歩惟 

 

【発表概要】 

今や、オーストラリアのナショナルアートとして知られるアボリジニアートですが、先住民族アボ

リジニが制作するアートは、長い間「民俗資料」としての扱い・認識を受け、芸術として認められ

るには時間がかかった。今回は、①アボリジナル・アートのカテゴリー形成の歴史②受容と評

価の歴史③アートマーケットの歴史という３つの軸を設定し、集計した作品のデータを用いな

がら、アボリジナル・アート、とりわけ中央砂漠で新しく生まれたアクリル点描画がどのようにして

今の地位を築き、国内外での評価を受けたのかを明らかにしていきたいと思う。また最終的

に、これら３つの軸が重なり合った時、文化の資源化・資本化がどのようにして、そしてどのタイ

ミングで行われるのかについて読み解いていきたいと考える。 

 

【発表構成】 

1． アクリル点描画の誕生 

2． アボリジナル・アートのカテゴリ―形成の歴史 

3． 受容と評価の歴史 

4． アートマーケットの歴史 

5． まとめ 
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表１ オーストラリアの歴史 
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表 2 ウングワレー作品の所蔵美術館名と作品点数 

 

 

 
図 2 ウングワレー作品における合成ポリマーの点数変化 

 

表 3 カタログ名と詳細 
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図 3 カタログ注釈図 

 

 

図 4 オークション出展作品の技法 

 

表 3 サザビーズにおける過去の最高落札作品リスト 

 


